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は じめ に

和歌山県西牟婁郡白浜町白浜半島の先端付近

に所在する京都大学瀬戸臨海実験所の構内やそ

の近隣区域で(東 端は雑賀屋 レス トランまで)、

多数(少 なくとも238個 体)の オカヤ ドカ リ類

が2011年 に出現 した(久 保田,2011,未 発表)。

番所山では季節によっては夜間でなくても出現

したが、ほとんどの調査場所では夜に出現する

ことが多かった(久 保 田,未 発表)。 オカヤ ド

カリ類は冬季になると、1個 体も現われなくな

った。そこで、今年の2012年 は、本種がいつ頃

からどこに出現してくるのか瀬戸臨海実験所周

辺区域で調査した。その結果、4.月 下旬になっ

て、1箇 所だけで初出現 したので記録する。

方 法

2012年1月11日 夜 か ら2012年4 .月25日 夜

ま で の 期 間 中 、月 数 回 、で き るだ け同 日の 午 前 、

午 後 、夜 に4箇 所 で 本 種 の 出 現 を 目視 調 査 した 。

4箇 所 は調 査 範 囲 が異 な り、番 所 山遊 歩 道(南

方 熊楠 館 登 り口か ら灯 台 を 経 て 塔 島 へ 降 りる小

道)が 調 査 範 囲 が一 番 広 い:1.瀬 戸 臨海 実験 所

"南 浜"の 西 側 の岩 場
、2.不 動 明 王 の 洞 窟 周 辺 、

3.水 族 館 出 口付 近 、4.番 所 山 の遊 歩 道 全 体 。

結 果 と考 察

調査した4箇 所へのオカヤ ドカリ類の出現状

況をまとめると、以下の通 りである。数値は、

出現回数/調査回数で、0は 記入 しない。空欄は

調査しなかったことを示す。
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2012年 は 、4.月23日 に な っ て、 や や 大 型 で 、

数 年 は 生 き て い る と推 定 で き るム ラサ キ オ カ ヤ
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ドカ リCoε ηo施αρ〃ηフ〃7ε〃3(紫 色 で 、掴 ん だ ら

ギ ュ ー ギ ュ ー と鳴 け るほ ど活 力 が あ る)を は じ

め 、数 才 と推 定 され るオ カ ヤ ドカ リ類 が 計6個

体 、 南 浜 の み で 出 現 した。 これ らの 宿 貝 の 種 類

は 、下 記 に示 す 様 に、個 体 ご とに 異 な っ て お り、

オ カ ヤ ドカ リの サ イ ズ も各 々 の 貝 の 大 き さに み

あ っ て 異 な っ て い た。 貝 殻 か ら大 き くは み 出 し

た 個 体 は い な い。 以 下 に 貝 殻 の 大 き い もの か ら

列 挙 す るが 、 ガ ンゼ キ ボ ラ(子 ど もの握 り拳 サ

イ ズ)に 入 っ て い た 個 体 を 除 く5個 体 は 、2011

年 に 貝 殻 に ペ イ ン トで マ ー ク した もの で 、1-4

回 出 現 した 個 体 で あ っ た。

4.月23日 夜 に 出現 したオ カヤ ドカ リの宿 貝

カ コボ ラ(5回 目の 出現);

ガ ンゼ キ ボ ラ(1回 目の 出現);

サ ザ エ(2回 目の 出現);

シ オ ボ ラ(4回 目の 出現);

テ ツ ボ ラ(3回 目の 出現);

ス ガ イ(5回 目の 出現)

4月24,25日 の夜 も オ カ ヤ ドカ リは不 動 明 王

洞窟 付 近 と水族 館 出 口に は 出 現 しな か っ た が 、

南 浜 に は24日 に2個 体 が 出現 した。 宿 貝 は23

日の もの と全 く違 っ て い た が 、24日 出現 の

2個 体 は 昨年 に4回 出現 して い た こ とが マ ー キ

ング か らわ か っ た(図1)。

4月24日 夜 に 出現 したオ カヤ ドカ リの宿 貝

キ イ ツ ブ リ(5回 目の 出 現);

イ ボ ニ シ(5回 目の 出現)

25日 夜 は マ ー キ ン グ して い な いイ ボ ニ シ に入

っ て 出 現 した。 な お 、4.月23,24,25日 の20時

の 気 温 は 、そ れ ぞ れ18.5℃,19.4℃,20.9℃ で あ っ

た 。

図1.2012年4.月24日 夜 に瀬 戸 臨海 実 験所

"南 浜"に 再 出現 した(今 回 で5回 目)

2個 体 の ム ラサ キ オ カ ヤ ドカ リ

2012年 に 初 出 現 した4月23日 か ら約3日 間 、

番 所 山を 除 く3箇 所 で 午 前 中 ・午 後 ・夜(20時

前 後)の 時 間 帯 に繰 り返 し調 査 した 結果 、 日の

入 り後 の数 時 間 後 に 南 浜 だ け に 出 現 す る こ とが

わ か っ た(23日 の 真 夜 中の23:llに は不 在)。

これ らは 、 ど こか で 冬 眠 して い た もの が4月 下

旬 に 目覚 め た もの と推 察 され る。 今 回 、"南 浜"

の岩 場 に 、 昨年 の よ うに 、夜 間 に 出 現 した もの

の 、 そ の あ た りが越 冬場 所 に な っ て い るか ど う

か は判 断 で き な い。

2012年4月24日 夜 に 出現 した2個 体 の ム ラ

サ キ オ カ ヤ ドカ リの 貝殻 に 、発 見捕 獲 して約1

日後 の25日 の 日の入 り直 後(18時 半)に 新 た

にペ イ ン トを 吹 き付 け(シ ンナ ー 系)、 あ らか

じめ よ く乾燥 した(数 年 間)様 々 な 種類 の 貝 殻

を入 れ た バ ケ ツ に 各 々独 立 に 収容 した と こ ろ、

丁度2時 間 後 に新 しい 貝殻 と交換 した。 この行

動 は 、ペ イ ン トを ス プ レー 直 後 に は 殻 を交 換 し
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なかったので、ペイントのシンナー臭やその毒

性を嫌がったのではなく、海産ヤ ドカ リ類のよ

うに 「宿貝にいつも不満をもっている」ので交

換したと推察される(そ れから20分 後に、1個

体は5色 にべった り色を付けた元のキイツブ リ

貝殻にもどり、続いてまた同じお気に入 りの新

たな貝殻に入った:20時30分 に観察完了)。

2011年 度の同 じ方法によるマーキングでも、死

亡した り、吹き付けを嫌がって宿貝からすぐに

抜け出る個体は極めて少数だった。
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